
































                                                  
1) 「お東騒動」と称される真宗大谷派における対立状況･･･1960 年代の終わり頃から、法主に権
威･権限の集中する教団のあり方をめぐり、激しい意見の対立がみられるようになっていく。真
宗大谷派内部にあって改革派は･･･当時の教団のあり方の改革を訴えた。･･･1962 年 7 月に、「同
朋会運動」が発足して、「真宗同朋会条例」が公布される。･･･改革への動きに対抗して 1978 年
に闡如は･･･「本山・本願寺（東本願寺のこと）は、真宗大谷派から離脱・独立する」という宣







表 1： 各地区の寺院と宗派 














寺は、真念寺の下寺にあたる。現住職の A さん（神和住、男性、61 歳）は、18 代目の
住職である。「永禄二年（1559）真覚開基である。･･･寺号下附は慶長九年（1604）」（『柳
田村史』1975：1226-1227）である。 




 真念寺には門徒で構成される門徒会と、組が存在する。門徒会の総代が 3 人、講の組






















 真念寺では祠堂経は 6 月の第一週の木曜から日曜にかけて行われる。当番の組は 8 時
に集合し、準備を始める。お参りは 10 時頃から始まる。1 年以内に亡くなった方がお
られるかたは、11 時から供養のお勤めをする。12 時から昼食をとり、13 時から再びお
勤めをする。その後 13 時半から 15 時まで法話を聞く。 
【秋彼岸】 




仏光寺・興正寺などでは 11 月 21 日から 18 日までの 7 日間営まれている。なお、末寺
では御正忌より前に予修し、これを引上会、御取越などという」（『真宗新辞典』1983：
440）。  
 報恩講は、本山では 11 月 28 日に行われるが、真念寺では本山と日程が被ることを
さけて、10 月 26、27、28 日に行われる。26 日をお初夜、27 日をお逮夜、28 日を御満


















































































 1 月のお講はじめ（オハジメ）、3 月の春彼岸、9 月の秋彼岸、他に 6 月と 8 月に一回
ずつ、計五回行われる。お勤めと法話の後に、門徒が作ったお斎をいただく。 
【おときはじめ】 
































維持費として、檀家さん 1 軒につき 3,000 円をいただいているが、過疎化の影響で経営
が厳しい。お盆、彼岸の墓参りは行っていない。 
門徒組織 





















































 福正寺の報恩講は 8 月に行われる。この報恩講を、引上報恩講、または引上会（いん
じょうえ）という。かつては 7 日間行われたが、いまは 4 日間に期間が短縮されている。
昔は出店が出るなど、多くの人でにぎわっていた。 
【講】 
















































 総代 3 名、責任役員 3 名（うち 1 人は総代と兼任）、その下の講頭 10 名で構成され
る役員会がある。役員会では、新しい住職の選定などの重要事項について、合議制で話
し合われる。毎年 6 月 25 日の祠堂法要の前に集会を行っているほか、特別な案件があ
るときには、集会を行う。責任役員は、檀徒総代、法類、住職からそれぞれ一人ずつ出
され、任期は 5 年である。責任役員のうち一人は、代表役員がつとめる。檀徒総代は、
住職に次ぐ重要な役割で、檀家の中から 3 人が選ばれる。任期は 5 年である。檀徒総代
のうち一人は、責任役員となる。住職は、法類（同宗同派の寺）のなかから決められる。




















 8 月 13 日～15 日の間、住職がその年に亡くなった人の家に出向いて供養を行う。 
【送り盆】 




















 1 月と 2 月を除き、毎月 21 日に行っている。参加者は 30 人ほどで、その多くは能登
町や輪島、珠洲から訪れる。 
 
3．課題と対処 
各寺には課題がいくつかある。寺の経営難、檀家の負担、無縁墓の増加、門徒の減少、
それに伴う行事の減少・消滅、コミュニティの消失などである。これらは、全国の過疎
化や高齢化が進む地域が共通して抱える問題である。以下では、危機の具体的な内容に
ついて述べる。 
 
3.1 寺の経営難、檀家の負担の増加 
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 これは、程度の差はあるが、どの寺にも言えることである。過疎化に伴って門徒数が
減少し、寺の収入も減少している。門徒からのもらいものも減っている。檀家数が減っ
たということは、寺の補修費などの臨時の費用が賄えないだけではなく、節々の年中行
事に参加する人が減り、その際の収入が減っているということでもある。年中行事を行
うためには、さまざまな機材と、運営のための人出が不可欠である。檀家が著しく減少
する以前は、檀家が寺にお参りし、そのときに掛軸代などを支払った。それを行事の経
費に充てることで、寺の経営が成り立っていた。また、かつて行事の運営は、檀家によ
って構成される組織が無償で行うのが当たり前であった。御講組などと呼ばれるその組
織は、現在は機能していないか、存在しない寺が多い。これも、檀家の減少によって、
御講組がその役割を果たせなくなったことが大きい。運営費の減少、御講組の機能低下
といった状況をうけて、各寺の年中行事を行う期間が短縮された。 
 このように年中行事の期間を短縮しても、各寺が置かれた状況は厳しい。現在、御講
の斎は、檀家のボランティアが作っているところが多い。中には斎を作る人を雇い、手
間賃を渡さなければならない寺もある。また、お斎の材料を寺が用意するようになった
寺もある。寺の補修などの、臨時の費用に関しては、寺の住職がある程度負担している
ところが多い。そのような費用は、かつては、檀家のお布施という形で、全額を賄うこ
とができていた。現在の状況下で、それらの費用を檀家のお布施だけで賄おうとすれば、
檀家が負担する額は大きなものとなってしまう。それは避けねばならないということで、
住職が自腹を割いているところもある。 
 特に檀家数が少ない寺では、住職の負担が大きい。下寺の住職は、兼職であることは
珍しくない。檀家と寺、どちらかも重い負担を強いられるのが、現在のお寺の経営の状
況である。 
 講や盆では、かつてどこの寺もにぎわったが、現在は参りする人が減少している。講
や盆の場で人が集まり、話をすることが、地域の文化の面で重要であったと考えられる。
寺の行事が縮小、または消滅したことで、そのような文化発信の場も消えつつある。 
 また、かつて、寺では、勉強会などのあつまりが積極的に行われていたが、今ではそ
の多くが行われなくなっている。かつては仏事を口実に、娘や孫を里帰りさせる、とい
う側面もあった。 
現在寺院が取っている具体的な対策を以下に述べる。 
 
3.2 戒名の廃止 
戒名をつけない 戒名というシステムが、檀家が必要以上にお金を払っている多くの
要因のうちの一つであるという（善唱寺ご住職）。 
真言宗の平等寺は、より多くのひとにお参りしてもらうために、寺の価値を向上させ、
活発に行事を立ち上げていた。寺に人が来るようにと、あじさい、紅葉、桜を植え、能
登花の会を立ち上げた。写経会や大根供養などのイベントも活発に行っている。 
114 
 
徳宝寺では、かつて補修費などは檀家の布施ですべてをまかなっていたが、現在は、
住職が三分の一ほどを負担している。善唱寺では、補修費は、基本的に住職が負担して
いる。 
 
3.3 観光収入の確保 
 平等寺では、より多くのひとにお参りをしてもらうために、さまざまな取り組みをし
ている。昭和 63（1988）年からのあじさいの栽培、その後のもみじやさくらの植生、
能登花の会や、季節ごとのざまざまなイベントなど。若い人にもお寺を解放し、地域も
活性化を目指す。観光名所としての価値づくりに力を入れている。 
 
3.4 墓じまい・無縁墓 
 福正寺は現在も多くの墓を持ち、比較的多くの参り客が訪れる。一方、真念寺・善唱
寺の檀家のなかでは、地区内の空き家の増加に伴い、墓じまい（墓を撤去、処分するこ
と）をする人が増えている。世話をする人がいない無縁仏も同様に増えている。上町に
は共同墓地があるが、徳宝寺はその管理にかかわっていない。その共同墓地は、世話す
る人が減り、無縁墓も増えている。 
 このような状況を受けて、善唱寺・真念寺の両住職が合葬という制度の導入を検討し
ている。合葬とは、寺に大きな共同墓を作り、そこにだれでも納骨することができるよ
うにする葬儀のやり方である。合葬における共同墓は、無縁仏とは異なった墓の形態で
ある。一つの墓に檀家が一緒に納められる。ここでは檀家に差別がなく、したがって戒
名や位牌など、金銭によって差が出るものも必要ない。共同墓がお参りされることで、
そこに入っている全員が供養される。これは、浄土真宗の本来の考え方にも合致すると
いう。（そもそも、真宗では墓を重視しないそうである。かつて真宗では伝統的に土葬
が多く、墓は単なる目印という認識もあった。）さらに、能登では元来、骨は土に返す
という考えかたがあり、土葬が多く行われていたという背景もある。 
 平等寺では、近年の過疎などの影響で墓の世話ができないひとが増えてきていること
をうけて、2001 年頃に永代供養墓を作った。これは、共同の墓にお骨を入れ、寺が全
面的に墓を管理するもので、通常の墓よりも格段に低価格である。 
 
4．考察 
 墓の世話をする人が減っている現在、墓の管理に手間がかからないことが望ましいと
考えられる。その意味では、真念寺、善唱寺で検討されている共同墓、合葬という形態
は、現状に適していると言えそうである。また、合葬にはお金がかからないという特徴
がある。これは、故人に高額な戒名などをつけないことによる。檀家の負担が増加して
いる現在において、金銭的な負担が減少するのは望ましいことのように思える。合葬は、
善唱寺、真念寺の檀家に限らず、家や墓を継ぎ、管理する人が減っていく地域に適して
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いると考えられる。 
 
  
